
ワークショップ（オンライン研修） 

記述現象学研修Ｂ(専門職コース)－２０２１ 

 

主 旨 研修Ｂ（専門職コース）は対人援助研究所の記述現象学研修Ａを修了された 

会員を対象として、フッサール現象学に基づく記述現象学の理論的理解を深め、

分析と考察の手順１～５を身につけることで、さらに高度な記述現象学解析を

可能とする本格的な専門職コースです。同時にまた、この研修Ｂは指導者養成

コースである研修Ｃの準備段階と位置づけていますので、理論と自己の分析を

意味づけ言語化する高いレベルの力を要求します。 

 

内 容 (本ワークショップは約 5.5 時間×4 回＝22 時間の演習です) 
 

(申し込み後に受講生は事前の課題レポートを提出します) 

研修１日目：事前レポートの検討(2hr)＋記述現象学の理論・分析研修(3.5hr) 

 [２～３週間後] 

研修２日目：手順１･２と志向的分析(2.5hr)＋記述現象学分析の演習(3hr)  

 [さらに２～３週間後] 

研修３日目：手順３･４･５と本質直観、体験の記述(2.5hr)＋記述現象学分析の演習(3hr) 

[さらに２～３週間後] 

研修４日目：記述現象学分析の演習と〔分析から考察〕プロセスの妥当性の検討 
 

※修了証の発行：研修Ｂ(専門職コース)を修了するには、研修後、さらに１本の記述現象学分析と 

最終課題を提出する必要があります。→以上の課題をもって修了判定となります。 

 (記述現象学分析とレポートの提出は計５本になります) 

 

対 象 医療・福祉・教育等の臨床で対人援助・スピリチュアルケア研究に携わる対人
援助専門職 ５名 

（最少催行人数２名） 
【受講資格】記述現象学研修Ａ修了者で、本会の会員であること 

 

日 時 第 1 日研修：2021 年 6 月 27 日（日）13:00～18:40－オンライン研修 

第 2 日研修：2021 年 7 月 25 日（日）13:00～18:40－オンライン研修 

第 3 日研修：2021 年 8 月 22 日（日）13:00～18:40－オンライン研修 

第 4 日研修：2021 年 9 月 12 日（日）13:00～18:40－オンライン研修 

      ※ 受講には、全４日間の出席が必要です。部分参加はできません。 
 

受講料 ６４,０００円 (資料代、記述現象学分析の添削費用を含む) 
 

講 師 村田久行（NPO 法人対人援助・スピリチュアルケア研究会理事・研修講師） 
 

お問い合わせ・申し込み：NPO 法人 対人援助・スピリチュアルケア研究会 事務局 

※受講希望者は受講申込書を下記事務局までご提出ください。 

※申込みの２日後に講師から事前課題の提出を求めるメールをお送りします。 

申込書と事前課題が受理された順で受講の許可とし、お知らせします。 

事前課題の提出期限は 6 月 20 日（日）、講師に直接メール送信してください。 

 

NPO 法人 対人援助・スピリチュアルケア研究会（HP：http://www.sp-c.org） 

事務局 E-mail：entry@sp-c.org  FAX：099-833-3051  

http://www.sp-c.org/
mailto:taijin-spcare@kbe.biglobe.ne.jp

